
令和４年 活動報告

令和4年11月 
川崎市議会議員　矢沢たかお
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～2019年公約検証と今後の活動について～



　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、昨年同様、毎年11月後半に予定
している市政活動報告会は、誠に残念ながら中止とさせて頂きました。


　本来であれば、市政に対する様々なご意見やご要望を伺う機会としても報告会
を開催したいところですが、昨年同様、活動報告資料等を以てかえさせて頂きま
すので、お忙しい中恐縮ではありますが、ご一読頂ければ幸いです。


　平成31年4月に行われた第19回統一地方選挙からまもなく4年間が経過しようと
しています。コロナの影響はありながらも、わかりやすい市政と積極的な情報発
信に努めてまいりました。今回の報告資料では、従来からの宮前区３大事業、地
域の諸課題への取組状況は昨年の状況を更新に加え、前回選挙で掲げた公約の取
組状況（検証）を追加作成しました。


　今後も「謙虚に 丁寧に 前向きに」を信条に取り組んで参りますので、変わらぬ
ご指導ご鞭撻の程どうぞ宜しくお願い致します。

2



１．前回公約に対する取組状況

２．宮前区に係る３事業の状況

目次

3

３．地域の諸課題への取組状況



１．前回公約に対する取組状況

２．宮前区に係る３事業の状況

目次

4

３．地域の諸課題への取組状況



5

１．前回公約に対する取組状況

愛着と誇りのもてる宮前区へ

謙虚に 丁寧に 
前向きに

S60年宮前区初山生まれ。菅生中学卒業/
法政二高卒業/法政大学情報科学部卒業

H20年 伊藤忠テクノソリューションズ（株）入社
H27年 川崎市議会選挙(宮前区 )初当選
H31年 総務委員会 副委員長、大都市税制特別委員会 

略歴

子育て世帯が安心して
住み続けられるまちづくり

お年寄りや障がい者が
元気に活躍できる環境作り

交通利便性と、大規模災害に
対する防災・減災の取組み

教育の充実と、地域の文化・
歴史に触れる機会をつくる

子 育 て

まちづくり

交通・防災

文化歴史

● 区内バス交通環境の充実
● 横浜市営地下鉄3号線
　 （東側ルート）推進
● 区内都市計画道路の推進
● 事業者との災害協定の充実

● 市唯一の国史跡指定・
　 橘樹官衙遺跡群を
　 活かした地域づくり
● 地域文化財のPRと教育
　 現場での地域学習の充実

● 子育て世帯の定住促進
● 小児医療費助成の段階的拡充
● 待機児童対策の推進
● 自然豊かな広場や公園づくり

● 介護予防・認知症対策の推進
● 都市農業施策の推進
● （区役所等基本方針）地域バラ
　 ンスを最大限考慮した向丘地
　 区発展に向けた取組み

剣道四段（次の目標は五段）、空手二段

矢
沢
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か
お
33才
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衆議院議員

山際大志郎
衆議院議員

中山展宏
県議会議員

持田文男
私たちも 矢沢たかおさんを 応援しています！

33歳
〒216-0026 川崎市宮前区初山1-20-12
TEL:044-976-2727　FAX:044-976-8686

矢沢たかお 政務活動事務所

矢沢たかお

昭和60年8月28日 宮前区初山生まれ
A型 /乙女座 /丑年
菅生中学卒業/法政二高卒業/
法政大学情報科学部卒業

平成20年 伊藤忠テクノソリューションズ（株）入社
平成26年 政治活動に専念するために同社を退職
　　　　　 自由民主党公認 宮前区市政委員
平成27年 川崎市議会選挙 (宮前区 ) 初当選
平成31年 現在　総務委員会 副委員長
　　　　　　　    大都市税制特別委員会 

地域での
活動

略歴

趣味

宮前区剣道連盟 理事
宮前区少年野球連盟 顧問
宮前区ゲートボール協会 相談役

神奈川県住建協会川崎北支部 顧問
自衛隊募集相談員 顧問
川崎市空調衛生工業会 顧問
社団法人川崎青年会議所

剣道 四段
(現在、五段

に向けて修行中！)
空手 二段／書道 毛
筆三段／硬筆二段

証紙
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公
認
公
認市議会議員候補市議会議員候補

矢沢たかお
プロフィール

市議会代表質問

相談を受ければ必ず現地視察

謙虚に 丁寧
に

 前向きに
謙虚に 丁寧

に

 前向きに

自由民主党本部へ要望活動

地域を何よりも大切に

子育て世帯が
安心して住み
続けられる
まちづくり

お年寄りや
障がい者が
元気に活躍できる
環境づくり

交通利便性と、
大規模災害に
対する防災・
減災の取組み

教育の充実と、
地域の文化・
歴史に触れる
機会をつくる

● 区内バス交通環境の充実
● 横浜市営地下鉄3号線
　 （東側ルート）推進
● 区内都市計画道路の推進
● 事業者との災害協定の充実

● 市唯一の国史跡指定・
　 橘樹官衙遺跡群を
　 活かした地域づくり
● 地域文化財のPRと教育
　 現場での地域学習の充実

● 子育て世帯の定住促進
● 小児医療費助成の段階的拡充
● 待機児童対策の推進
● 自然豊かな広場や公園づくり

● 介護予防・認知症対策の推進
● 都市農業施策の推進
● （区役所等基本方針）地域バラ
　 ンスを最大限考慮した向丘地
　 区発展に向けた取組み

頒布責任者：村野 誠治   川崎市宮前区犬蔵1-9-40　　印刷者：大槻デザイニング株式会社　江東区牡丹3-28-1

子育て まちづくり交通・防災 文化歴史

市民の課題や意見を聴く
ために積極的に地域活動
に参加。地域に根ざした
活動を大切にしています

特養待機者と入居者不足のギャップ解消
特養申込窓口一元化実績

文章共有システム検討プロジェクト
コスト意識を持った議会改革！！

学校給食×市内産野菜
都市農業発展への取り組み！！

「守るべきものは守り、見
直すべきものは見直す」
姿勢を大切に自民党をよ
り強くしていきます。

国県市の
　連携強化！

！

４年間欠かさず毎年実施して
きた市政報告会

駅頭活動 市政報告会情報
発信

市政を
わかりやすく
幅広く発信
しています！

区内の各駅で実施中
お声がけいただきありがと
うございます。

タウンニュース矢沢たかお
NEWS 
毎定例議会後、４年間で13
回発行！配布枚数計46万枚

２ヶ月毎に市政報告を掲載
4年間で24回発行

愛着と誇りのもてる
宮前区へ

　市の調査では市内の特養待機者は4822人（平成28年4月）と公表されていたが、
一方で施設側からは入居希望者がいないという声が聞こえていた。このギャップに
ついて、実態把握の必要性を議会で初めて提言。原因が、申込受付体制にも起因し
ていることを指摘し、申込窓口とシステムの一元化を提案し実現！
　自民党代表として政令市初の議会ペーパレス化を推進し、平成30年度に実現！
約72万枚削減※１　作業時間200時間削減※１   費用対効果800万円以上※２
※１：システム導入前後比較 (年間 )　※２：システム導入から３年間

　議会で初めて、学校給食の全校統一献立における市内産農産物の利用を提言。
市第４次食育推進計画に「統一献立での利用を目指す」ことが明記される。以降、
積極利用が進み、購入数量約9.3トン、購入金額約300万円まで拡大！

公約で掲げたテーマを中心
に、地域課題を積極的に取
り上げ、すべての議会で一
般質問を実施

質問率 %！！100 積極的な
　地域活動！

！

実績

実績

新聞広報 法定個人ビラ（表面） 法定個人ビラ（裏面）

前回選挙における公約資料
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１．前回公約に対する取組状況

子育て世帯が安心して住み続けられるまちづくり
達成度取組状況
（自己評価）

　当方議会質問を経て、子育て世帯の定住促
進に向けて、平成30年に実施された転出世帯
に対するアンケート調査の結果を踏まえ、市
が提案し、民間事業者と共に「子育て世帯向
け住み替えサービス」を実施。全国でも希少
な取組となったが、定量的な実績と成果が乏
しく改善が必要。子育て世帯の転出超過は現
在も継続している状況。

　自民党市議団代表質問項目へ取り入れ、段
階的拡充を継続的に訴えてきた。近隣他都市
の動向とコロナ禍による受診控えの状況も踏
まえ、令和4年8月市議会超党派で要望書を取
りまとめ市長に提出。同年9月、市長は令和5
年度中を目途に所得制限の撤廃と中３までの
医療費助成制度の拡充を発表。
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１．前回公約に対する取組状況

子育て世帯が安心して住み続けられるまちづくり
取組状況 達成度

（自己評価）

　当方議会質問等を経て、「特別緑地保全地
区」について、保全緑地の利活用と健全な樹
林地環境の保全の好循環の創出に向け、王禅
寺四ツ田緑地をモデル地区として令和4年度
取組がスタートした等、一定の成果は出てい
るが、市街地公園の数・面積共に十分ではな
い為、今後も取組が必要。

　待機児童対策については、解消に向けて行
政とともに尽力してきた結果、令和4年4月時
点で待機児童総数は０となった。 
　保育所への入所需要と施設供給が市全域で
バランスが取れてきた為、今後の財源につい
ては「新たな子育て支援施策」に振り向けて
いく事を検討していく必要がある。
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１．前回公約に対する取組状況

取組状況 達成度

交通利便性と大規模災害に対する防災減災の取組 

（自己評価）

１６頁参照

２２頁参照
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１．前回公約に対する取組状況

交通利便性と大規模災害に対する防災減災の取組 

取組状況 達成度
（自己評価）

２３頁参照

　市が締結してきた400本以上の市内民間企
業との災害協定をより実効性の高いものとす
る為、平成31年度から継続して入札制度改革
を進めてきている。災害協定の見直しも兼ね
て、災害協定と防災協力事業所に分類し、入
札におけるインセンティブに段階を設けた。
今後も引き続き災害協定の実効性を高める取
組を進めていくことが必要。
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１．前回公約に対する取組状況

お年寄りや障がい者が元気に活躍できる環境づくり 

取組状況 達成度
（自己評価）

２７頁参照

　市内では、認知症に関する専門医療相談窓
口となる「認知症疾患医療センター」を積極
的に開設。市立川崎病院、日本医科大学武蔵
小杉病院、聖マリアンナ医科大学病院、かわ
さき記念病院、令和４年時点で４センターと
なった。一方で、相談までに時間がかかると
いった課題もあり、今後改善が必要。
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１．前回公約に対する取組状況

お年寄りや障がい者が元気に活躍できる環境づくり 

取組状況 達成度
（自己評価）

１８頁参照
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１．前回公約に対する取組状況

教育の充実と、地域の文化・歴史に触れる機会をつくる 

取組状況 達成度
（自己評価）

　当方議会質問等を経て、市制100年となる
令和６年に国史跡・橘樹官衙遺跡群史跡公園
の共用開始に向け、復元建物整備等が進んで
いる状況。市内の教育施設が、地域・歴史学
習として活用できる総合的なガイダンス施設
を検討していくこと等が今後の課題。

　平成29年に創設された地域文化財制度に
よって、令和4年4月時点で計190件の地域文
化財が指定された（宮前区内では13件） 
　その数は順調に増えてきたが、今後は案内
解説板の設置等、市民にとってわかりやすく
PRできる取組をより進めていく事が必要。
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積極的な情報発信の取組について
わかりやすい市政

①　毎定例議会後「矢沢たかおNEWS」の発
▶　現在Vol.27まで発行（～Vol.29予定）
　   発行配布枚数　計90万枚

③　インターネット活用
▶　HP更新回数　730記事掲載

▶　SNS発信回数　Twitter 2370投稿（ほぼ毎日）　
　   アクセス数　年間約1.2万回

②　タウンニュース掲載・新聞等
▶　現在Vol.42まで掲載（～Vol.44予定）
▶　新聞掲載　計5回（神奈川新聞等）



④コロナ禍における活動報告

⑤駅頭市政報告
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３．地域の諸課題への取組状況



◯ヨネッティー王禅寺付近における駅周辺まち
づくりの方向性 
→ 駅周辺まちづくりの活性化が重要。地域資源
を活かしつつ、将来のまちづくりを議論する機
会の創出に努めます。

◯公共交通ネットワークの充実 
→ 新駅予定地へのアクセス性は非常に重要な課
題。バス路線の充実は勿論、駅に至るまでの交
通渋滞対策が重要であり、道路改良・交差点改
良など、総合的な改善に取り組んで参ります。

◯環境影響評価手続の着手に向けての準備を進める。今後、国や関係者
との協議・調整を進めるとともに、環境影響評価や都市計画、鉄道事業
法等の手続を経て、早期の事業着手を目指す。 

横浜市営地下鉄３号線延伸 
取組状況について

• 平成26年度　    事業化に向けた基礎調査を実施

　　　　　　　～　中略　～

• 令和元年8月　  向丘地区連合自治会、東側ルート選定の対市要望を提出

• 令和元年9月　  意見募集実施（意見提出104通、意見件数261件）

• 令和元年10月　宮前区選出議員団、東側ルート選定の対市要望を提出

• 令和元年11月　川崎市側の概略ルート等についての基本的な考え方を公表

• 令和2年1月　　概略ルート・駅位置についての公表（東側ルート決定）

• 令和2年度　　  横浜市による川崎市域内の土質調査実施（6箇所）　

• 令和3年度　　  横浜市による川崎市域内の土質調査実施（3箇所）

• 令和4年度　　  横浜市による川崎市域内の土質調査実施（5箇所）、具体化に向けた検討の深度化

こ
れ
ま
で
の
経
過

整備区間 あざみ野～嶮山付近～すすき野付近～川崎
市中間駅～新百合ヶ丘

整備延長 約６.５km

概算事業費 約１.７２０億円

ルート・駅位置 新設４駅（川崎・東側ルート）

事業主体 横浜市交通局

開業 令和１２年開業目標

川崎市中間駅 ヨネッティー王禅寺付近

事 業 概 要 今後の課題

取組報告

鷺沼再開発

向ケ丘遊園

横浜地下鉄

宮前区選出議員団の代表
幹事として、東側ルート
選定に関する要望書を取
りまとめ市長に提出

環 
境 
影 
響 
評 
価 
手 
続

都 
市 
計 
画 
手 
続

鉄 
道 
事 
業 
法 
手 
続 
等

ル 
｜ 
ト 
選 
定
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◯事業検証発表を受け、R5年度中期ま
でに都市計画決定に向けた手続きを進
め、R6年度中に実施設計、駅前街区
工事に着手する予定となっています。 
 
◯駅前街区R9～10年度、北街区令和
12～令和14年度の共用開始に向け、関
連手続きを再開していきます。

【議会での質問実績】 
• 令和元年6月　    第3回定例会、公共機能移転に伴う課題の解消に向けた質疑・要望

• 令和2年6月　　  第4回定例会、新しい宮前市民館・図書館に関する質疑・要望

• 令和3年6月　　  第2回定例会、向丘出張所の機能強化に向けた質疑・要望　

【経緯および当初の事業スケジュール】 
・平成29年8月　　鷺沼駅前再開発準備組合設立

・令和元年8月　　環境アセスメント手続き着手

・令和2年度　　　都市計画決定（延期）

・令和3年度　　　工事着手（延期）

・令和7～8年頃　  駅前街区竣工（延期）


鷺沼駅周辺再開発の状況 
課題点の解消に向けて取組報告

鷺沼再開発

向ケ丘遊園

横浜地下鉄

議
会
質
問
と
経
緯

◯新しい宮前市民館・図書館 
→令和2年8月基本方針策定。今後は準備組合による検証結果
を踏まえ、基本・実施設計、管理運営計画の策定を予定 
◯公共交通ネットワークの充実

→ 拡大する交通広場を活用し、市バス路線の充実を図る 
◯現区役所等施設用地の活用検討 
→ 事業検証発表を受け令和6年度「活用基本方針」策定予定 
◯地域バランスを考慮した向丘出張所機能の在り方検討 
→ 令和3年11月26日の文教委員会にて「活用方針(案)」を報告 
（次頁参照）

今後の課題や検討事項今後のスケジュール

現在

【事業検証に伴う全体スケジュールの変更】 
・令和2年11月　　準備組合が事業計画の検証を発表 

・令和4年11月　　事業検証結果を公表

ポストコロナ社会 
を見据えた事業検証

※11月24日に検証発表されたイメージ

※検証発表前情報
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地域バランスを考慮した 
向丘出張所機能強化に向けて取組報告

鷺沼再開発

向ケ丘遊園

横浜地下鉄

設置された出張所独自の図書コーナー

　平成３１年（２０１９年）３月に「鷺沼駅周辺再編整備に伴う公共機能に関する基本
方針」が策定されました。この基本方針の中で、向丘出張所については、地域バランス
を考慮した区全体の機能向上という観点や、地域包括ケアシステムの構築に向けた取
組、コミュニティ施策に関する取組など、地域と共に地域ニーズや課題を把握・整理し、
機能の在り方を検討する事としていました。 
　この位置付けを踏まえ、これまで地域活動団体ヒアリングやワークショップ形式の意
見交換会の開催等の取組を実施。令和4年2月に「宮前区役所向丘出張所の今後の活用
に関する方針」が策定されました。現在、この方針に基づき施策が進んでいます。

これ
まで
の経
過

向丘出張所の今後の活用に関する方針について

具体的な取組

　活用方針では、これまでの地域からの
意見を踏まえ、基本的な考え方「多世代
が気軽に立ち寄り、人や活動がつながる
向丘地区の核となる出張所」として、８
つの求められる機能を定め、各機能と取
組が示されています。

　取組スケジュールは、短期(令和4～5
年)、中期(令和6～7年)、長期(令和8年～）
に分類し進めていく事となっています。

　令和4年度では、出張所内に「図書コー
ナーの設置」、「庁舎１階部の木質化」
などいくつかの施策が進んでいます。

施工に向け準備が進む出張所木質化のイメージ

18
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向ケ丘遊園跡地再開発の状況 
引き続き事業検証期間中 

取組報告

鷺沼再開発

向ケ丘遊園

横浜地下鉄

・平成14年3月　向ケ丘遊園・閉園

・平成16年11月  小田急電鉄・川崎市「向ケ丘遊園跡地に関する基本合意書」を締結

・平成19年1月　基本計画発表(集合住宅850戸)※平成20年12月計画見直し発表

・平成22年3月　基本計画発表(一戸建て60戸、集合住宅160戸)※平成26年4月見直し発表

・平成29年5月　小田急電鉄による向ケ丘遊園跡地での温泉掘削許可申請

・平成30年7月　小田急電鉄による向ケ丘遊園跡地利用に関する方向性発表

・平成30年12月  環境影響評価（環境アセスメント）手続きが始まる

・令和2年7月　  条例見解書公告・縦覧、条例公聴会

・令和2年度中　都市計画法第32条・管理者協議

・令和3年度（延期）　工事着手（小田急事業計画） 

こ
れ
ま
で
の
経
過

●　生活環境
・隣接する住宅地への騒音や夜間の照明による影響
・商業施設や温浴施設の具体的な内容や営業時間
●　緑化計画
・生物多様性に留意した緑化計画
●　交通・アクセス
・計画上主要出入り口となる府中街道沿いの交通混雑への配慮

現状の課題、地域からの要望について

事業計画の精査・調整について市からの状況確認が必要

�

ポストコロナ社会 
を見据えた事業検証

令和3年7月小田急電鉄がポストコロナ社会を見
据えた事業計画の精査・調整を行う旨市に報告。

現在



１．2019年公約に対する取組状況

２．宮前区に係る３事業の状況

目次

20

３．地域の諸課題への取組状況
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区内交差点の安全対策 
歩車分離や信号機設置等の取組取組報告

鷺沼再開発

向ケ丘遊園

横浜地下鉄

【議会での質問実績】 
• 平成30年6月～  地域要望を踏まえ、所管部署との協議を重ねる

• 令和元年12月　第5回定例会にて安全対策に対する質問・意見要望

• 令和3年6月　　第2回定例会にて今後の計画に関する質問・意見要望 
【市の取り組み状況】 
・　平成30年度　  犬蔵交差点への歩車分離式信号機の導入検討を進める。

・　令和2年2月　  歩車分離式信号機導入に向け、交通管理者(警察)との協議

・　令和2年8月　  歩車分離式信号機導入に向け、交通管理者(警察)との協議

・　令和2年度　　 交通管理者との協議に基づき、詳細の検討調査を実施

・　令和3年度　　犬蔵交差点への歩車分離信号機導入完了（右折分離方式） 
・　令和4年度　　潮見台浄水場バス停付近への押しボタン式信号設置完了

　

歩行者と自動車右左折が競合している状況が続いてきた

こ
れ
ま
で
の
経
過

犬蔵交差点、潮見台浄水場バス停付近交差点の安全対策

通学時間帯の犬蔵交差点 

押しボタン式信号機導入が求められている潮見
台浄水場バス停付近の変則３差路

　地域要望を背景に取り組み続けている犬蔵交差点
の安全対策については、これまでの取組が実り、市
と警察において「右折レーンを延伸する事により、
交差点処理への影響も少なくなる事から『右折車両
分離方式』に改良することで合意し、令和3年度末
に実装されました。

　また、潮見台浄水場バス停付近の安全対策につい
ても、市と警察が協議を重ねてきた中で、設置にあ
たっての課題をクリアしていき、令和４年度７月に
押しボタン式信号機が導入されました。 地域の要望通り押しボタン式信号機が導入されました

車両（右折）と歩行者が分離されより安全な交差点に



向丘出張所バス停

具体的スケジュール未定 
だが、早期実現を目指す

市バス・交通渋滞対策 
野川柿生線(溝口方面行き等)取組報告

鷺沼再開発

向ケ丘遊園

横浜地下鉄

【議会での質問実績】 
• 平成29年6月　第2回定例会において、向丘地区の交通渋滞対策を質問

• 令和2年9月　  決算審査特別委員会まちづくり分科会にて質問・要望　

【市の取り組み状況】 
・平成30年3月「都市計画道路網の見直し方針の改定」にて、野川柿生線溝口方面が道路改良
モデル路線に認定。バスベイ（バス避け）設置や交差点改良の計画が位置付けられる。 
・令和元年度　向丘出張所バス停及び向丘中学校下バス停へのバスベイ設置基本設計実施。

・令和2年度　向丘中学校下バス停へのバスベイ設置に関する詳細設計予定　 

・令和4年度　向丘中学校下バス停へのバスベイ設置及びバス停の移設完了予定

　

　向丘中学校下バス停（高架下）は、バスベイ設置が令
和4年中に工事完了を予定しています。神木本町交差点付
近、向丘中学校下バス停は、高架下公園付近に移設し、
同時にバスベイを設置する計画です。

　向丘出張所については、バスベイ設置、バス停移設に
より失われてしまう駐車スペース代替地の検討や、向丘
出張所の在り方検討との連携等の課題があります。早期
の効果発現に向けて引き続き取り組んで参ります。


平日朝７時頃の向丘出張所付近の様子

こ
れ
ま
で
の
経
過

野川柿生線に新たなバスベイ設置

神木本町高架下に設置されたバスベイ 22



都市計画道路・横浜生田線 
水沢工区の状況について取組報告

鷺沼再開発

向ケ丘遊園

横浜地下鉄

　現在、平成２８年度策定の第２期川崎市道路整備プログラムに基づき、整備推進路線として令和３年
度完成を目指していましたが、横浜市側との調整が整っていない為、後期（令和４～７年）に移行され
ました。令和４年度は川崎市として約２千万円の予算を確保し、自主アセス（環境影響調査）を実施し
ています。年内に調査結果を取りまとめ、横浜市と共有し、開通に向け、協議を進めていきます。  
　引き続き、横浜市とより一層の連携を図り、早期の道路開通に向けて取り組んでいく方向性です。

議
会
質
問
と
経
過

【議会での質問実績】 
• 平成27年12月　第5回定例会にて開通に向けた取り組み状況を質問・要望 
　　　　　　　　　～　中略　～


• 令和2年9月　　決算審査特別委員会まちづくり分科会にて質問・要望

【開通に向けた市の取り組み状況】 
・平成27年度　第2期川崎市道路整備プログラム（平成33年度）開通路線として位置付け

・平成28～31年度　事業用地の買収に向けた準備等及び、横浜市との継続した調整

・令和元年度　事業用地すべての買収が完了し、工事に関する基本設計が完了 
・令和3年度　第2期川崎市道路整備プログラム後期にスライド（令和7年度開通目標）

聖マリアンナ

たまプラーザ

約100m区

浄水場通

今後の方向性について

・都市計画道路横浜生田線は、川崎市域の骨格を形成する重要な幹線道路である。
・川崎市は立地特性から、通過交通が多くの割合を占め、市民の行動圏も東京都心や横浜との結びつきが強い
・こうした中、横浜生田線は昭和47年から順次整備を進め、現在路線の約8割が完成している。
・川崎市宮前区と横浜市青葉区を結ぶ、都市計画道路稗原線と都市計画道路向ヶ丘遊園駅菅生線が開通し、県道横浜生田の
交通負担が軽減。引き続き、都市間連携のための都市計画道路横浜生田線の整備が必要である。

都市計画道路横浜生田線の位置付け

23
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長期計画とならざるを得ない 
北部市場機能更新の方向性取組報告

鷺沼再開発

向ケ丘遊園

横浜地下鉄

議
会
質
問
と
経
過

【議会での質問実績】 
• 平成30年3月　 第1回定例会、予算審査特別委員会にて経営プラン改定要望

• 平成31年3月　 第1回定例会、市卸売市場経営プラン骨子案について質問

• 令和2年3月　　第1回定例会、北部市場施設老朽化対策等について質問・要望

【市の取り組み状況】 
・  平成27年度　　川崎市卸売市場経営プラン策定（今後10年間の方向性）

・  平成30年6月　 国において大幅な規制緩和を伴う改正卸売市場法が成立

・   令和元年6月　  川崎市卸売市場経営プラン改訂版を公表

・   令和2年9月～12月　  北部市場の機能更新に関するサウンディング型市場調査

・   令和3年11月　 北部市場機能更新に関する基本計画策定の延期が発表 
・   令和4年9月　　北部市場機能更新に関する基本計画策定の延期が発表（～R５年度中）

基本計画策定の再度の延期
　再度の基本計画策定の延期により、令和5年度中に基本計画を策定し、令和6年度に
整備事業者の公募・選定を予定。その後、設計や具体的計画（環境影響評価等）に着手
し、令和10年度中に工事着工を目指す方向性となった。当初の工事期間を想定する
と、すべての事業完成は令和17年度となる可能性がある。


北部市場機能更新、今後のスケジュールは？

配送棟

青果棟水産棟 関連商品売場棟

水産買荷保管所

水産卸売業者
低温売場

配送センター

1号棟冷蔵庫 2号棟
冷蔵庫 倉庫

荷捌場棟

ガラス温室

花き買荷
保管所

花き棟

花き棟

青果買荷保管積込所

電動車充電室

水産買荷保管所

水産買荷保管所

発泡スチロール
処理施設

パッケージ棟

貯氷庫 製氷機

汚水
処理場

西側
１号棟

2号棟

管理事務所棟

生ゴミ処理施設

郵便局
守衛室

駐車場駐車場

駐車場駐車場
駐車場駐車場

駐車場駐車場

守衛室

南門

北門 尻手黒川道路

定温
倉庫

3号棟冷蔵庫

65

7

8

北部市場では、環境に優しい
「エコ市場」を目指して取り組んでいます。

その他にも、場内で排出された木製パレットの発電用
燃料への活用や、電動フォークリフト、ターレーの導
入なども行っています。

北部市場マップ

21

3

北部市場の施設の中心は、品物の取引の場となる青果棟・水産棟・花き棟です。３つある冷蔵庫も生鮮食品の品質を保
つための大事な役割を担っています。

4
4 4

※土曜日には一般の方も買い物ができる「関連朝市」を開催

21 3

654

マイナス50℃の
冷蔵庫もあるんだよ

環境にやさしい市場を
めざしているんだね

ご来店
お待ちして
おります

消滅型生ゴミ処理機で、野菜くずなどを微生物分
解で水とガスに分解し、減量しています。

生ゴミ処理施設
7

場内で使われなくなった発泡スチロールをプラス
チック製品等にリサイクルできるように処理して
います。

発泡スチロール処理施設
8

　令和3年11月、実現に向けたポイント（①市場会計収支の健全
化、②取扱量変動へのフレキシブルな対応、③公設市場として災害
発生時を含めた生鮮食料品等の安定供給）の検討時間を確保するた
め、これまで進めてきた北部市場の機能更新に係る基本計画の策定
スケジュールを令和4年度中へと変更することが発表されました。

　ところが、令和4年9月、基本計画の策定時期は「令和4年度内を
目指す」としていましたが、場内事業者や地域自治会等への説明を
丁寧に行うために要する期間の確保を考慮し、令和5年度内の策定
へと再度変更されました。

北
 部
 市
 場

関
 連
 ま
 つ
 り
 に
 て

矢沢
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今後の課題

　タブレット端末を含め、システム導入経費は3
年間で約18百万円。現時点において、プロジェク
ト当初の見込みを上回る投資対効果が出ている状
況です。一方で、情報提供の在り方や議場以外で
のシステムやタブレット使用基準等、利便性向上
を求める声もあります。最終的な費用対効果にも
注視しつつ、これらの課題解決にも取り組んで参
ります。

政令市初本会議場含め、 
市議会ペーパレス化が実現取組報告

鷺沼再開発

向ケ丘遊園

横浜地下鉄

市議会文書共有システム(ペーパレス化)プロジェ
クト自民党代表として、議長に年間報告書を提出

印刷枚数削減によ
る効果

作業時間の短縮効
果

合計

常任委員会等
3,082,480円

（308,248枚）

544,981円

（102時間）

3,627,461円

本会議等
1,311,600円

（131,160枚）


218,637円

（41時間）

1,530,237円

執行機関からの情
報提供資料

2,850,210円

（285,021枚）

299,337円

（56時間）

3,149,547円

合計 7,244,290円

（724,429枚）

1,062,954円

（198時間）

8,307,244円

費用対効果（当初見込み）

年間72.4万枚 / 8.3百万削減 

途中経過（R2.9月時点見込み）
印刷枚数削減による効果 作業時間の短縮効果

常任委員会等
2,207,730円

（220,773枚）


現在積算中

（未公表）

本会議等
1,250,000円

（125,000枚）


現在積算中

（未公表）

執行機関からの情報提供
資料

12,275,770円

（1,227,577枚）

現在積算中

（未公表）

合計 15,733,500円

（1,573,350枚）

現在積算中

（未公表）

年間157万枚 / 15.7百万削減 

川崎市への当事業に対する視察が相次いでいる状
況。指名を受け、他政令市からの視察対応も実施

新潟市議
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市議会における質問では、上記「特別支援学校を希望する場合の流れ」資料を作
成し、行政と共通認識を持って問題点を指摘

特別支援学校就学における 
課題への取組と成果取組報告

鷺沼再開発

向ケ丘遊園

横浜地下鉄

令和2年12月第6回議会の様

「各市立学校判断で統一化されていなかった特別支援学校就学に関
わる手続きの改善を提案！！」 
　令和2年12月第6回議会、特別支援学校への進学において、近年同
じような「進学希望調査」に係る問題が続いていることを議会で初
めて取り上げ、その内容と調査の結果、浮き彫りとなった課題と対
策を提案致しました。

課題①　各学校によって進路希望調査の方法が異なる 
課題②　家庭への情報提供や各関係者間の情報共有が不十分

課題解消に向けた 
具体的な提案を実施

　市教育委員会推奨の進め方では、小学校６年次の
５月末までに第１回、８月から９月にかけて第２回
と分けて行われる面談形式の希望調査が、学校に
よっては一度も実施されないばかりか、家庭に記載
をお願いしている「相談票」を一切用いる事なく、
手続きを進めてしまった結果、児童生徒・保護者と
のトラブルとなったケースが毎年のように発生。


具体的な市民の声

①市教委として各学校に通達され、 
進路希望調査の運用統一化が実現。 

②６年生になってから実施していた進学
説明会を５年生から実施することにな
り、生徒・保護者は進路に関する情報
を早期に得られるように。

2021年4月から以下運用に改善

矢沢の視点
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特定生産緑地指定の推進！ 
県下初の取組を提案し実現！取組報告

鷺沼再開発

向ケ丘遊園

横浜地下鉄

「特定生産緑地未申請世帯へのアプローチとして、JAセレサ川崎 
との指定推進を目的とした業務提携や協定を提案！！」 
　

　特定生産緑地指定推進を図る中、「生産緑地2022年問題対策協議会」を
通じ、JAセレサ川崎等とも情報連携をしているというのが市の姿勢でし
た。ただ実際は、未申請世帯の情報は個人情報にあたる為、共有が出来て
おらず、未申請世帯への丁寧な対応が十分に行えていない状況にありまし
た。

課題　特定生産緑地への申出は今後も続きます。市とJAセレサ川崎の密な
連携により「未申請世帯へのアプローチ」の充実を図る必要があります。

矢沢の視点

特定生産緑地指定申出の状況　※2022年6月末時点

課題解消に向けた 
具体的な提案を実施

• 議会質問を受け、JAセレサ川崎と川崎市
間で「特定生産緑地指定の推進に関する
協定」を6月下旬に締結。


• 未申請者リストを共有し、生産緑地所有
者に呼び掛ける県内では初めての取組が
スタート。

2021年7月から以下運用に改善

2021年7月20日の 
日本農業新聞にも 
掲載されました!!

議 
会 
質 
問 
の 
様 
子

令和４年に生産緑地指定から３０年を迎える
申請可能世帯数 ： ７６５世帯（１９５ha）
・令和元年１２月～令和２年１月末
　申請受付件数 ： ４０３世帯（１０９.５ha）
・令和２年１２月～令和３年１月末
　申請受付件数 ： ２３６世帯（６１.７ha）　
・令和３年１２月～令和４年１月末
　申請受付件数 ： １３０世帯（３３.５ha）

面積ベースで

９５.２％ 

の申出率を実現



北見方球場を宮前区軟式野球 
団体が使える球場に！取組報告

鷺沼再開発

向ケ丘遊園

横浜地下鉄

「川崎硬式野球協議会と連携し、多摩川河川敷「北見方第一・第二
球場」を宮前区軟式野球団体が利用できる軟式野球場に！」 
　

　2020年後半、多摩川河川敷にある軟式専用球場「北見方第一・第
二球場」において、硬式球による試合・練習が常態化していた問題
に端を発し、当該球場がふれあいネットから外れる事に。

　これを機に、川崎硬式野球協議会から相談を受け、持田県議と共
に、球場が他区に比べ不足している宮前区諸団体と地元・高津区諸
団体による「北見方野球場管理協議会」を立ち上げに注力。2021年
3月に委員会設立。宮前区諸団体が使える球場が増えました。

矢沢の取組

課題解消に向けた 
具体的な提案を実施

2021年4月から以下運用に改善

• 北見方第一・第二球場は、ふれあいネットの悪用に
よる市外野球チームによる独占利用とも言える状態
が以前から問題視されていたが、今回の協議会運営
により、宮前区軟式野球団体含め、市内のチーム間
の調整により、球場が利用できるように！！


• 北見方第一・第二球場を使った宮前区軟式野球団体
からは多くの喜びと感謝の声が届いている。

北 
見 
方 
野 
球 
場 
管 
理 
協 
議 
会 
設 
立 

に 
向 
け 
た 
準 
備  
本 
年 
３ 

北見方野球場にて

北 
見 
方 
野 
球 
場 
に 
関 
す 
る 
ア 
ン 
ケ 
｜ 
ト 

多 
く 
感 
謝 
の 
声 
を 
頂 
き 
ま 
し 
た 
※  一 
部 
転 
載
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宮前区内初・バスケットゴールを 
鷺沼公園に設置！（実証実験）取組報告

鷺沼再開発

向ケ丘遊園

横浜地下鉄

「設置が進まなかったバスケットボールのゴール設置を推進！」


　要望の多い「ボール遊びが気軽にできる環境整備」。気軽にボー
ル遊びができる環境そのものが無くなってきています。その中で
も、特に近隣住民からはいわゆる迷惑施設として捉えられがちな、
バスケットゴールの設置について、2019年以降進めて参りました。

　地域のご理解が無くては設置ができない施設ですが、適地を見つ
けるのが大変難しい施設でもあります。当方は兼ねてより、菅生緑
地等の比較的規模の大きい都市公園への設置を求めてきましたが、
この度、鷺沼公園への設置が決まり実証実験がスタートしました。

矢沢の取組
2022年10月から実証実験がスタート

若者文化施策の一環で実証実験が開始された鷺沼公園。設置されたジュ
ニアサイズ（260cm）のバスケットゴールで遊ぶ子ども達の様子

団体や地域から
の要望書を取り
まとめ、道路公
園センターに提
出している時の
様子（右写真）
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＜令和４年度＞議会等での役割

＜市議会＞ 
⬛︎自民党川崎市議会議員団 副団長 
⬛︎健康福祉委員会 委員長 
⬛︎議会運営委員会 委員 

＜党市連＞ 
⬛︎政調会長代理

取組報告

鷺沼再開発

向ケ丘遊園

横浜地下鉄

＜団体等＞ 
⬛︎市幼稚園父母の会連合会 会長 
⬛︎宮前区剣道連盟 理事 
⬛︎宮前区少年野球連盟 顧問 
⬛︎宮前区ゲートボール協会 顧問 
⬛︎県宅建協会川崎北支部 顧問 
⬛︎自衛隊募集相談員 顧問 
⬛︎市空調衛生工業会 顧問 
⬛︎川崎葬祭具協同組合 顧問
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